


















































 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「学習者主体の授業」の実現につながる小中連携教育 

～9年間を見通した授業づくり～ 
 

○  子どもたちが安心して学び続け、自分らしく成長していくためには、学校段階が変わっても

学びが途切れることなく、連続した学びが保障されることが重要です。  

○  文部科学省では、小中連携教育を、「小学校と中学校が互いに連携し、義務教育９年間を

見通して教育活動を充実させる取組」と位置付けています。これは、学校段階の区切りを越

えて子供の成長を継続的に支える教育の在り方を示すものです。 

○  県内においても、学校間の交流活動や授業参観、教職員同士の学び合いなどを通して、

学習面だけでなく、生活面や人間関係づくりも含め、切れ目なく子供を支える取組が進めら

れています。 

○  小中一貫教育に取り組む薩󠄀摩川内市では、小学校高学年段階の到達目標を「ミドルゴー

ル」、中学校卒業時の姿を「ファイナルゴール」として段階的に設定し、９年間を見通した教育

を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
○  このように、小中学校がめざす子供の姿を共有し、９年間を見通した指導を積み重ねてい

くことは、子供の学びの連続性を保障し、主体的に学び続ける力の育成につながります。 

○  義務教育９年間を貫く視点で子供の学びを捉えることは、全ての学校で実践可能であり、

授業改善のさらなる充実につながります。 

○  なお、「アプローチカリキュラム」、「スタートカリキュラム」は、幼児期の学びと小学校での

学びを円滑につなぐための取組です。幼児期に育まれてきた主体的な遊びや学びを生かし

ながら、小学校での生活や学習へと無理なく移行できるようにすることをねらいとしています。

こうした幼保小の連携も、子供の学びの連続性を支える大切な視点の一つです。 
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（出典）薩󠄀摩川内市教育委員会「薩󠄀摩川内市の小中一貫教育」   






